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野迫川村長

⻆谷 喜一郎

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

幸
多
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
村
政
の
推
進
に
対
し
、
多
大

な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が

続
き
、
各
地
に
、
断
続
的
に
緊
急
事
態

宣
言
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
防
止
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
大

規
模
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出

し
た
と
い
う
印
象
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
は
ま
だ
ま
だ
見
通
し
が
立

た
な
い
状
況
で
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、「
う

つ
ら
な
い
」「
う
つ
さ
な
い
」
た
め
の
取

組
み
の
徹
底
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
と
、
医
療
施

設
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
ご
尽
力
に
対

し
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
ま
し
て
は
、
感
染
拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、

医
療
関
係
者
等
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
円

滑
に
接
種
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
現
在
、
３
回
目
の
接
種
に
向
け
た

準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

村
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
と
し
ま
し
て
は
、
村
民
す
べ

て
の
方
に
地
域
振
興
券
と
カ
タ
ロ
グ
ギ

フ
ト
を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
村
内
各

所
に
お
い
て
感
染
症
対
策
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
苦

境
を
脱
し
た
後
に
は
、
奥
高
野
の
自
然

に
恵
ま
れ
た
本
村
へ
再
び
多
く
の
方
に

お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
来
訪
者
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
施
策
を
引
き
続
き

推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
村
民
並
び
に
関
係
者
の
皆

様
と
と
も
に
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
未

曽
有
の
事
態
を
乗
り
越
え
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

ま
た
、
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
を
実

現
す
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
以
外
の
施
策
も
推
進
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

教
育
の
分
野
で
は
、
昨
年
４
月
に
小

中
一
貫
の
義
務
教
育
学
校
「
野
迫
川
村

立
野
迫
川
小
中
学
校
」
を
開
校
し
、
新

入
生
４
人
含
む
全
校
児
童
９
人
で
新
し

い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
昨
年
４
月
よ
り
、
山
村
親
子

留
学
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
山
村
親
子

留
学
と
は
、
親
子
で
の
移
住
を
し
て
も

ら
い
、
野
迫
川
村
で
山
村
留
学
を
希
望

す
る
児
童
生
徒
が
、
村
内
の
児
童
生
徒

と
一
緒
に
豊
か
な
自
然
環
境
に
触
れ
、

地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

自
ら
進
ん
で
学
び
、
心
身
共
に
た
く
ま

し
く
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
の
完
全
復
興

に
向
け
て
は
、
現
在
も
、
国
土
交
通
省

紀
伊
山
系
砂
防
事
務
所
に
お
い
て
砂
防

施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
村
に
お

き
ま
し
て
も
、「
野
迫
川
村
北
股
地
域

交
流
施
設
」（
旧
北
股
小
学
校
）
に
つ
き

ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
憩
い
の
場
、

交
流
の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
交
流
施
設
前
広
場
の
公
園
整
備
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

　

医
療
の
分
野
で
は
、「
南
奈
良
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
に
引
き
続
き
参

画
す
る
こ
と
で
、
村
の
診
療
所
等
の
医

療
体
制
に
つ
い
て
充
実
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
予
防
接
種
業
務
や
母
子
保
健

事
業
、
成
人
保
健
事
業
な
ど
の
保
健
事

業
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
分
野
で
は
、
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
道
路
整
備
を
継
続
し
て
進
め

る
と
と
も
に
、
舗
装
補
修
工
事
、
災
害

防
除
工
事
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る

た
め
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
県
道
高
野
天
川
線
の
道
路
拡

幅
に
つ
い
て
、
県
が
整
備
を
進
め
て
お

り
、
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
交
通
ア
ク

セ
ス
の
利
便
性
と
安
全
性
が
さ
ら
に
向

上
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

産
業
の
分
野
で
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
活
用
し
、
地
場
産
業
の
振
興
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

特
産
品
の
あ
ま
ご
、
し
い
た
け
、
わ

さ
び
、
そ
う
め
ん
、
凍
り
豆
腐
、
高
野

槇
等
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
っ
と
村
外

へ
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
加
工
品
製
造
等
の
研

究
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
住
み
や
す
い
村
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
村
民
を

は
じ
め
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
重
ね
て
の
お
願
い
と
な
り
ま

す
が
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
気

持
ち
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
皆
様
の
ご

協
力
を
引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、本
年
が
健
康
で
幸
多
く
輝
か
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年　

元
旦

令和４年１月 （2）



野迫川村議会議長

津 田　 宣 幸

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
希
望
に
満
ち
た
令
和
四
年
の
新
年

を
、
晴
れ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
野
迫
川
村
議
会
を

代
表
し
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃

よ
り
村
議
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心

か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
昨
年
も
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
に

ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
っ

て
、
本
村
で
は
現
在
ま
で
感
染
者
が
出

て
お
り
ま
せ
ん
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
２

年
が
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
よ
り
流
行
が
収
ま
る
と
誰
も
が

思
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
接
種
率

の
上
昇
と
と
も
に
、
感
染
者
数
が
激
減

し
ま
し
た
が
、
海
外
で
は
接
種
率
が
高

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
再
拡
大
を
し
て

お
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
十
分

に
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
が
ら
も
収

束
の
兆
し
は
見
え
て
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
村
民
の
皆
様
に
は
引

き
続
き
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
の
徹
底

に
努
め
て
い
た
だ
き
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
生
活
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
無
観
客

で
の
競
技
、
行
動
制
限
が
実
施
さ
れ
、

日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
前
進
、
景
気
上

昇
を
期
待
し
て
い
た
が
、
感
染
拡
大
、

開
催
反
対
、
誹
謗
中
傷
な
ど
閉
塞
感
の

漂
う
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
み
ず
か
ら
の
国
や
地
域
、
ラ

イ
バ
ル
と
の
真
剣
勝
負
、
誇
り
や
名
誉

の
た
め
、
多
く
の
も
の
を
背
負
っ
て

戦
っ
た
試
合
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
新
た
な

価
値
を
教
え
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
９
月
に
、
本
議
会
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対

処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意

見
書
」
を
政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。
村

は
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
断
行
し
、

住
民
の
福
祉
の
向
上
や
、
諸
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
自

主
財
源
が
乏
し
く
厳
し
い
財
政
運
営
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
地
方
創

生
、
雇
用
対
策
、
防
災
・
減
災
対
策
、

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
の
実
現
に
向
け
、
財

政
需
要
は
増
加
が
見
込
ま
れ
、
地
方
税

財
源
の
充
実
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
過
疎
地
域
が
持
続
可

能
な
発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
今
後
も

強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
天
辻
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
国

道
１
６
８
号
線
の
早
期
改
良
や
主
要
地

方
道
高
野
天
川
線
を
始
め
と
し
た
村
内

道
路
網
の
整
備
促
進
等
を
国
や
県
に
要

望
し
、
村
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
生
活
基
盤
の
安
定
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
寅
（
と
ら
）
で
す
。

寅
は
「
動
」
の
意
味
が
あ
り
、
植
物
の

例
え
と
し
て
草
木
が
初
め
て
地
上
に
生

ず
る
状
態
を
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、

芽
の
出
た
も
の
が
成
長
し
て
い
く
年
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
物
事
が
生
ま
れ
る

（
始
ま
る
）
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

本
村
に
お
い
て
も
、
新
し
い
物
事
が
生

ま
れ
、
輝
か
し
い
年
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
村
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
の
向

上
や
こ
の
村
で
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
村
づ
く
り
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
村
政
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
全
力

を
尽
く
し
て
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

あけまして
おめでとうございます。

　社会福祉協議会は、住民の方々の生活を支援する
サービスを本年も引き続き実施いたします。
　ヘルパーによる訪問事業や福祉有償運送事業、配
食サービス事業等を希望される方は、お気軽にお問
い合せください。
【連絡先】　野迫川村大字北股３８番地
　　　　　社会福祉法人　野迫川村社会福祉協議会　
　　　　　ＴＥＬ：０７４７ｰ３７ｰ２９４１

　

我
々
、
村
議
会
議
員
一
同
、
役
割
と

責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
村
政
運
営
の

一
翼
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に

と
っ
て
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
四
年　

元
日

（3） 令和４年１月



議会の動き
令和３年12月

第６回定例議会

　令和３年第６回定例議会が１２月７日に召集され、１４日に報告１件、議案７件が次のとおり

議決されました。

報告第１１号　専決処分の承認を求めることについて

　　　　　　　（令和３年度野迫川村一般会計歳入歳出補正予算（第６号））

議案第５１号　�過疎地域自立促進特別措置法に係る村税の特別措置に関する条例の一部を改正す

る条例について

議案第５２号　野迫川村国民健康保険条例の一部を改正する条例について

議案第５３号　�奈良広域水質検査センター組合を組織する構成団体数の減少及び規約の変更につ

いて

議案第５４号　令和３年度野迫川村介護保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第３号）

議案第５５号　令和３年度野迫川村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）

議案第５６号　令和３年度野迫川村代替バス事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）

議案第５７号　令和３年度野迫川村一般会計歳入歳出補正予算（第７号）

平阪議員　一般質問　

〇ゆうゆう苑の入所者数について

　１２月現在「グループホームゆうゆう苑」の入所者は３名ですが、村外の介護施設の入所者数

は１５名ほどいると聞いています。村外の介護施設に入所しなければならない原因は何でしょう

か。原因に対する対応をお聞かせください。

⻆谷村長答弁　

　村外の施設に入所しなければならない原因についてですが、村外にいる家族の近くの介護施設

へ入るためや、家族の勧めにより選択することが大きな要因になっていると思われます。また、

介護施設に入所する運びとしまして、村内で暮らしていた方の体調が悪くなり、村外の病院へ入

院し、そのまま近くにある施設を探される方もおります。本人が家で最期を迎えたいという気持

ちがあっても、医療機関が充実している理由から村外の施設を選ばれる方もおられますし、他に

も経済的な面から、施設を選択することもあります。

　グループホームゆうゆう苑は、高齢者が共同生活をしながら、介護や機能訓練をうけることが

令和４年１月 （4）



できますが、入所できる対象者は要支援２以上の方など要件があります。

　村としては、入所を増やす施策として村から入所者に対しての補助金を出し、入所者を増やす

努力をしております。今後も積極的に施設入所を考えている人には、ゆうゆう苑に入所を勧めて

いきたいと考えております。

西田議員　一般質問

〇⻆谷村長の今後の進退について

　平成２２年の初当選以来、３期１２年にわたり、村政発展のためご尽力いただき、また紀伊半

島大水害からの復旧復興に取り組んでいただき、ありがとうございます。さて、来春には村長選

挙が執行されますが、村長におかれましては、今後の進退についてどのようなお考えかお伺いし

ます。

⻆谷村長答弁　

　平成２２年に初当選し、現在３期目として、１１年６ヶ月、村政の舵取りを担わせていただい

ております。就任２年目に紀伊半島大水害が起こり北股地区の皆さんと仮設住宅に住みながら、

復旧復興に取り組んでまいりました。

　国、県をはじめ、多くの皆さんにご支援をいただき復興住宅も完成し、当初から目標にしてい

た「みんなで手をつないで一緒に北股へ帰る」ことができました。

　北股の崩壊地の工事等については国交省、紀伊山系砂防事務所、奈良県等の支援を頂いて現在

も工事中ではありますが、完成の目途はついております。

　昨年の国勢調査で野迫川村は本州で一番人口の少ない自治体となりました。この３期の間少子

高齢化対策として移住定住促進対策に取り組んでまいりました。移住してくれる方々のへの施策

はもちろん、村で子育てをしっかりしてくれている皆さんへの支援を充実させることが大事だと

考え色々取り組みました。

　子育て世代向けに保育料、給食費、医療費の無償化、保育所中学校の新築、義務教育学校を発

足させ、高齢者向けに配食サービスの開始、安否確認システムの充実、ゆうゆう苑入所者の一部

負担金補助を行いました。また住みやすい村づくりとして、生ゴミを含めた各種ゴミ収集、広域

消防による救急消防整備など、街ではあって当たり前のものを整備する事によってやっとスター

トラインに立つ事ができました。

　今後の進退についてですが、初当選した時から３期１２年を大きな目標としていましたし、節

目とも考えていました。この１１年の間で、村の知名度を上げることもでき、自分の中では目標

をやり遂げた感があります。

　今後の村づくりは新しい意欲のある方に村政の舵取りを担ってもらいたいと思います。した

がって、私は来年６月の任期満了をもって村長職を辞し、４期目の村長選挙には立候補いたしま

せん。任期満了後は一村民として村づくりに積極的に参加したいと思います。
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　年末年始の日本には様々な行事があります。七草粥は、毎年１月７日の人日（じんじつ）の朝

に春の七草を入れて食べるお粥のことです。一年の健康を祈り、お正月の食事で弱った胃腸を休

めるために食べられるものです。七草は早春にいち早く芽吹くことから、邪気を払うと言われて

いました。また、冬に不足しがちなビタミンも補えるそうです。

　春の七草

　セリ：香りがよく、食欲増進。栄養価が高い。

　ナズナ（ペンペン草）：視力、解熱、尿の出をよくする作用がある。

　ゴギョウ（母子草）：草餅の元祖。風邪予防に使われた。

　ハコベラ：胃炎に効果がある。目によいビタミンAが豊富。

　ホトケノザ（コオ二タビラコ）：食物繊維が豊富。歯痛に効果。

　スズナ：カブのこと。ビタミンが豊富。

　スズシロ：大根のこと。食物の消化を助け、風邪の予防にもよい。

野迫川村へき地保育所　１月野迫川村へき地保育所　１月
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キッズポリス（一日警察官）委嘱式及び詐欺防止等啓発活動キッズポリス（一日警察官）委嘱式及び詐欺防止等啓発活動
　１２月２日（木）に野迫川小中学校にて、キッズポリス（一日警察官）の委嘱式が行われ

ました。憧れの警察官の制服を身にまとった子どもたちは、嬉しそうに笑いながら敬礼など

を行っていました。

　委嘱式が終わった後は、野迫川村役場、野迫川村森林組合、野迫川村郵便局にそれぞれ担

当の子どもたちが向かい職員のみなさまに対し「詐欺や交通事故に気を付けてください。」と

声を掛け、啓発物品を配布しました。

国土交通省近畿地方整備局国土交通省近畿地方整備局
紀伊山系砂防事務所土木講座紀伊山系砂防事務所土木講座

　１１月１７日（水）に紀伊山系砂防事務所から５名の方に来ていただき、学校で災害や災

害発生時の避難所開設についてお話いただきました。また、平成２３年９月に起こった紀伊

半島大水害での北股地区の被害について詳しくお話いただきました。子どもたちは、自分た

ちの身近で起こった災害についての話を熱心に聞いていました。

　その後、テックフォース（災害現場を調査するチーム名）の制服に着替え、北股地区の災

害現場で、被害規模を計る測量を行いました。災害について話を聞き、災害現場を体験する

ことによって、災害の恐ろしさを感じるだけでなく防災の意識も高まりました。
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ＨＰ ＵＲＬ

新型コロナワクチン接種について新型コロナワクチン接種について

令和４年度国有林モニター募集令和４年度国有林モニター募集

　下記の日時・場所にて、新型コロナワクチンの集団接種を実施する予定です。
【日時・場所】

日　　程
令和４年 １月１７日（月） 令和４年 １月１８日（火）

令和４年 ２月２１日（月） 令和４年 ２月２２日（火）

場　　所 山村振興センター 公民館

実施時間 ９：００～１６：００ ９：００～１６：００

※接種日に住民票がある方が対象です。
【対象者】 
　①２回目接種日から８か月経っている１８歳以上の村民
　　※対象となる方に、案内等を別途郵送済みです。詳細は郵送された案内をご覧ください。
　②１、２回目接種を受けていない１２歳以上の者で接種を希望する村民
　　※②の方について、接種可能ですが必ず事前に 役場 住民課までご連絡ください。

【注意事項】
　３回目（追加）接種については、住民票がある市町村から接種に必要な書類が郵送されます。
　２回目接種後に他市町村に転出した場合は、野迫川村から書類が郵送されません。
　その場合は住民票がある市町村にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　野迫川村役場　住民課　ＴＥＬ：０７４７－３７－２１０１

　国有林の事業運営等について、国民の皆さまの理解を深めるとともに、ご意見やご要望をお聞
きして国有林野行政に反映させるため、国有林モニターを募集します。

【任期】　令和４年４月１日から令和５年３月31日まで
【対象】　奈良県内にお住まいで、森林・林業及び国有林に関心のある成人の方。
　　　　ただし、国会及び地方議会の議員、地方公共団体の長、常勤の国家公務員は除きます。

【応募締切】　令和４年２月１日（火）
【詳細】　募集の詳細は、近畿中国森林管理局ホームページをご覧ください。
　　　　「近畿中国森林管理局　国有林モニター」で検索

【お問い合わせ】　近畿中国森林管理局総務企画部企画調整課林政推進係
　　　　　　　　TEL：０６－６８８１－３４１２（直通）まで
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野迫川村消防団出初式・南吉野支部連合出初式について野迫川村消防団出初式・南吉野支部連合出初式について
　１２月７日（火）に、野迫川村消防団分団長・副分団長会議を開催し、以下のとおり決定しました。

１．令和４年野迫川村消防団出初式
　〇日　時　令和４年１月１４日（金）
　　　　　　集　合　午前８時３０分
　　　　　　開　式　午前９時００分
　〇場　所　野迫川村公民館
　〇隊編成について
　　総指揮者　杉谷副団長
　　第１中隊長（被表彰者）　田見副団長
　　第２中隊長（第１分団）　梶谷分団長
　　第３中隊長（第２分団）　西本副分団長
　　第４中隊長（第３分団）　萬谷分団長
　　第５中隊長（第４分団）　増谷分団長

２．令和４年南吉野支部連合出初式
　〇日　時　令和４年１月１４日（金）
　　　　　　開式　午前１０時３０分
　〇場　所　野迫川村公民館
　〇隊編成について
　　総指揮者　中南副支部長（十津川村）
　　第１中隊長（被表彰者）

　杉谷副団長（野迫川村）
　　第２中隊長（野迫川村消防団）

　佐古副団長（十津川村）
　　第３中隊長（野迫川村消防団）

　田見副団長（野迫川村）
　　第４中隊長（野迫川村・十津川村消防団）

　榊本副団長（十津川村）

１月１０日は『１１０番の日』１月１０日は『１１０番の日』
～使い分けよう２つの“１１０番”～～使い分けよう２つの“１１０番”～
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消費税インボイス制度説明会を開催します！！消費税インボイス制度説明会を開催します！！

日　　　時 開　催　場　所 定　員 説　明　内　容

令和４年

１月１９日（水）

　１４時００分～

　１５時００分 吉野納税協会（２Ｆ会議室）

吉野町大字丹治２００番３

１５名

（要予約）

インボイス制度の概要（基礎編）

≪こんな方にオススメ≫

　・�「インボイス制度」という言

葉を初めて聞いた方

　・�制度全体の仕組みを知りた

い方

令和４年

１月３１日（月）

　１４時００分～

　１５時００分

【申込・お問合せ先】

　吉野税務署　法人課税部門　ＴＥＬ：０７４６－３２－１５８３（直通）

　説明会は電話予約制です。（１週間前までに予約願います。）

　給与支払報告書は、従業員の皆様が令和４年６月以降に行政手続きを行ったり、個

人住民税額や保険税・料額を決定するために欠かせないものです。

　また、償却資産申告書は個人または法人で事業を営んでいる方で、その事業のため

に用いることができる資産（※）を所有している場合はご提出いただく必要があります。

それぞれ、お早めに役場住民課までご提出ください。よろしくお願いいたします。

※�令和４年１月１日時点での資産状況を申告してください。

令和３年分の令和３年分の  
給与支払報告書給与支払報告書とと償却資産申告書償却資産申告書はは

令和４年１月３１日（月）令和４年１月３１日（月）までにまでに
役場までご提出ください。役場までご提出ください。

事業者の皆様へ事業者の皆様へ
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○�　令和３年分所得税及び復興特別所得税の確定申告期間は、２月１６日（水）から３月１５日（火）まで
です。
○�　新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、確定申告会場の混雑緩和を図る観点から、確
定申告会場への入場には、「入場整理券」が必要となります。
　　入場整理券の配付方法は２通りあります。
　　確定申告会場での当日配付又はオンライン（ＬＩＮＥ）での事前発行となります。
　　なお、当日配付は、状況により早めに配付を終了する場合がありますのでご了承ください。
〇　確定申告会場では、長時間お待ちいただくことがあります。
〇　「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染予防対策にご協力ください。
〇　３７．５度以上の発熱が認められる場合等は、入場をお断りさせていただきます。

吉野税務署からのお知らせ吉野税務署からのお知らせ
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「のせ川村メール」の登録は「のせ川村メール」の登録は

こちらから！　➡こちらから！　➡

村税・保険料納期限村税・保険料納期限

税目・保険料 納期限日

介護保険料（第8期） １月２５日（火）

村県民税（第4期） １月３１日（月）

後期高齢者医療保険料

（第7期）
１月３１日（月）

　上記、納期限までに役場窓口や、郵便局・銀行等で納付を

お願いします。

　また、口座振替の引落しもこの日に行いますので、　口座

預金の準備をお願いします。

（13） 令和４年１月



人口／１２月１６日現在　■世帯数　２０８戸　■人口　３４６人　■男　１６８人　■女　１７８人

野迫川小中学校で秋の社会見学に行きました！野迫川小中学校で秋の社会見学に行きました！
　１１月２２日（月）、今年度は新型コロナウイルス感染予防のため、例年より少し実施時期を

遅くして、秋の社会見学に行きました。１年生から５年生までの９名全員で明日香方面に行っ

てきました。

　今回の活動では、キトラ古墳の体験館四神の館や奈良県立万葉文化館、石舞台古墳に行き、

キトラ古墳体験館では、鳥の鳴き声を奏でる「バードコール」を作りました。うまく鳴らせば本

物の鳥を集めることができるもので、１人ずつ作製して大切に持って帰りました。

　あいにくの雨模様でしたが、室内での学習を多くして、すべての活動を行うことができました。

　午前の活動が終わると、キトラ古墳の檜隈寺（ひのくまでら）跡前休憩案内所に立ち寄り、み

んなでお弁当をおいしく食べました。持ってきていたお菓子を友だちと食べたり、おしゃべり

したりして体力を回復させ万葉文化館に向かいました。石舞台古墳では、飛鳥時代の歴史に触

れました。

　国営飛鳥歴史公園のいろいろな文化的遺産を実際に見学し、豊かな自然と深い歴史や文化を

感じ取ることができた社会見学になりました。
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